


当日の空は、 地乎線附近に雲があり、 太陽の西側にもすこし巻雲がでていましたが、 観測に

は支障なく、 気温24度、 やや風があり、 想像していたよりずっと涼しくめぐまれた環境下で

した。

食が進むにつれて、 街路灯のナトリウムランブがオレンジ色の光を放ち、 鳥はけたたましく

さえずり、 後方より幻想的なイスラム教の祈り の声が風に のって響き、 いよいよ、 待ちに待っ

た1 1時3 5分、 神秘的空間のクライ マ ックスを迎えたのです。 この日のヒロインは、 シル

ククッチの美しいコロナの衣をまとい、 彼女の心はブロミネンスの情熱的鮮紅色に燃えて、 装

飾品は南洋玉のようなダイヤモンドリングでした。長くもあり、 短かくもあった4分24秒は

まさに白昼夢でした。また、 また、 騒い でしまったかしら？

第4接触まで観測をしていてもフライトまでには、 十分な時間がありましたが、 第3接触が

終わる と、 早々とかたづけてしまい、 空港に隣接したホテルのレストランで軽い 食事をすませ、

空港内のソファ ー で、 今、 通りすぎていった「黒い太陽」の余韻にひたり、 満ちたりた幸福感

の中、 茫然自失の状態でジャカルク行きの便を待ちました。

これで当分の間、 日食中毒症は小康状態になり、 夢にまで出てくるような禁断症状は現われ

ることはない でしょう。
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